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令和６年度年間指導計画・評価計画（家庭）           福生第二中学校 第３学年 

月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

4 

5 

6 

 

 

私たちの消費生活

（４） 

 

・購入方法や支払方法

の特徴が分かり、計

画的な金銭管理の必

要性について理解す

ること。 

・売買契約の仕組み、消

費者被害の背景とそ

の対応について理解

し、物資・サービスの

選択に必要な情報の

収集・整理が適切に

できる。 

・物資・サービスの選

択に必要な情報を活

用して考え、工夫で

きる。 

・物資・サービスに

ついて理解して

いる。(知) 

・売買契約の仕組

みについて理解

している。（知） 

・購入・支払い方法

の特徴を理解し

ている。(知) 

 ・計画的な金銭管

理の必要性につ

いて理解してい

る。（知） 

・消費者被害の背

景とその対応を

いて理解してい

る。（知） 

・商品（物資・サー

ビス）の選択に必

要な情報の収集・

整理が適切にで

きる。（知） 

・商品（物資・サー

ビス）の選択につ

いて問題を見いだ

して課題を設定

し，解決策を構想

し，実践を評価・

改善し、考察した

ことを論理的に表

現するなどして課

題を解決する力を

身に付けている。 

・計画的な金銭管理

について、課題の解

決に主体的に取り

組んだり、振り返っ

て改善したりして、

生活を工夫し創造

し、実践しようとし

ている。（態） 

・消費者被害の対応

について、課題の解

決に主体的に取り

組み、生活を工夫し

創造し、実践しよう

としている。（態） 

・商品（物資･サービ

ス）の選択につい

て課題の解決に主

体的に取り組んだ

り、振り返って改

善したりして、実

践しようとしてい

る。（態） 

７ 

８ 

 

 

責任ある消費者に

なるために 

（２） 

・消費者の基本的な権

利と責任、自分や家

族の消費生活が環境

や社会に及ぼす影響

について理解する。 

・身近な消費生活につ

いて、自立した消費

者としての責任ある

消費行動を考え、工

夫する。 

 

・消費者の基本的

な権利と責任に

ついて理解して

いる。（知） 

・自分や家族の消

費生活が環境や

社会に及ぼす影

響について理解

している。（知） 

 

・自立した消費者と

しての消費行動に

ついて考え、工夫し

ている。 

・自立した消費者と

しての環境に配慮

した生活について

問題を見いだして

課題を設定し，考え

工夫している。 

・自立した消費者と

しての社会や環境

に配慮した生活に

ついて問題を見い

だして課題を設定

している。 

・消費者の権利と責

任について、課題の

解決に主体的に取

り組み、工夫し創造

し、実践しようとし

ている。 

・自立した消費者と

しての環境に配慮

した生活について、

課題の解決に主体

的に取り組み、工夫

し創造し、実践しよ

うとしている。 
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月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

９ 

10 

11 

12 

１ 

幼児の生活と家族

（９） 

 

・幼児の発達と生活の

特徴が分かり、子供

が育つ環境としての

家族の役割について

理解する。 

・幼児にとっての遊び

の意義や幼児との関

わり方について理解

する。 

・幼児とのよりよい関

わり方について考

え、工夫する。 

 

・幼い頃を振り返

り、子供が育つ環

境としての家族

の役割について

理解している。

（知） 

・幼児の体と心の

発達の特徴につ

いて理解してい

る。（知） 

・幼児の発達と生

活の特徴につい

て理解している。

（知） 

・幼児の発達と生

活の特徴につい

て理解している。

（知） 

・子供が育つ環境

としての家族の

役割について理

解している。（知） 

・幼児にとっての

遊びの意義につ

いて理解してい

る。（知） 

・幼児との関わり

方について理解

している。（知） 

・幼児との関わり

方について理解

している。（知） 

・子供が育つ環境

としての家族の

役割について理

解している。（知） 

・幼児との関わり方

について問題を見

いだして課題を設

定し、解決策を構想

している。 

・家族の立場から幼

児との関わり方に

ついて考え、工夫し

ている。 

 

・幼児の観察につい

て、工夫し創造し、

実践しようとして

いる。（態） 

・幼児との関わり方

について、課題の解

決に主体的に取り

組む方法を考えて

いる。 

・家族の立場からの

幼児との関わり方

について、工夫し創

造し、実践しようと

している。 

 



3 
 

月 
単元・題材名（時

数） 
目標 

評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

2 

3 

これからの家族と

地域（２.５） 

 

・家族関係をよりよく

する方法及び高齢者

など地域の人々と関

わり、協働する方法

について考え、工夫

すること。 

 

・高齢者など地域

の人々と協働す

る必要があるこ

とについて理解

している。（知） 

・介護など高齢者

との関わり方に

ついて理解して

いる。（知） 

・家庭生活は地域

との相互の関わ

りで成り立って

いることについ

て理解している。

（知） 

・地域の人々と関

わり、協働する方

法について問題

を見いだして課

題を設定し、解決

策を構想し、実践

を評価・改善し，

考察したことを

論理的に表現す

るなどして課題

を解決する力を

身に付けている。

（思） 

・高齢者との関わり

方について問題を

見いだして課題を

設定し，解決策を構

想し、実践を評価・

改善し、考察したこ

とを論理的に表現

するなどして課題

を解決する力を身

に付けている。 

・高齢者との関わり

方について、課題の

解決に主体的に取

り組み，課題解決に

向けた一連の活動

を振り返って改善

し、工夫し創造し、

実践しようとして

いる。 

・地域の人々と関わ

り、協働する方法に

ついて、課題の解決

に主体的に取り組

み、課題解決に向け

た一連の活動を振

り返って改善し、工

夫し創造し、実践し

ようとしている。 

 


